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〔研究大会〕

環 日本海学会第 1回研究大会国際シ ンポ ジ ウム の 概要

橋　本　哲　哉

　　　　 （金沢大学経済学部）

　 1995年 11月 、 金 沢に 於て 環 日本海学会第 1 回研究大会が開催 され 、 国際 シ ン ポ ジ ウ ム は 大会の

第 1 日目の 18日、金沢 市文化 ホ
ー

ル 大集会室 に お い て 次 の よ うな ス タ ッ フ で 繰 り広げ られ た 。

　 シ ン ポ ジ ウ ム テ ーマ 「
．
環 日本海 の 戦後50年 一中国東北部を め ぐる歴 史 と現代一

」

　　　　司会 ：藤 田暁男 （金沢 大学）、橋本哲 哉 （金沢大学）

　　　報告 1 ：戦前 と戦後に お ける 中国東北部 の 歴史 と発展 に つ い て

　　　　　　　　 王　勝今 （吉林大学教授 ・仕会学部長 、 鳥取大学外国人教官）

　　　報告 2 ： 「満鉄」 の 経営策とその 東北 ア ジ ア経済発展 に対する影響に つ い て

　　　　　　　　 蘇　崇民 （吉林大 学教授 ・日本研究所）

　　　報告 3 ：満州関係歴史資料と満州研究の 意義

　　　　　　　　 井 村哲郎 〔ア ジ ア 経済研究所広報部編集第 1 課長）

　　　報告 4 ： 「満州国」期に お け る延辺 （間島）経済

　　　　　　　　 安　雄燮 （延辺大学教授 ・朝鮮問題研究所）

　　　討 論 ：君島和彦 （東京学芸大学）、古廐忠夫 （新潟大学）

　以下そ の 問題点を紹介する が 、第 2 日 目分科会 に 関 して は 、 報告タ イ トル と要旨を後掲す る。

　第 1 日目の 国際 シ ン ポ ジ ウ ム は 明 らか に 「戦後50年 1 を意識 して 企画 され たが、対 象を環 日本

海地域 の な か か ら旧植 民地 の
一
満州」 に 限定 し、 中国側の研究者を迎え て 文字 どお り国際的な討

論の場 とな っ た 。こ の シ ン ポ の 大きな特徴 の ひ とつ は 、そ の 中心 メ ン バ ーが 予 め 中国 に 予備調査

を 行 な い 、中国側 の 報告予定者 と テ ーマ に 関する討論 を行な い
、 か つ 関連する 現地調査を も行な

うな ど半年前か ら周到な準備打ち合わ せ が な され た こ とで あ る。報告者 の 要旨は当 口既に 用 意さ

れ て お り、特に 中国側 の 先生 の 要旨は 翻訳さ れ て い て 、 内容が 参加者に 十分伝達 さ れ た 。

　戦後 50年を環 口本海地域 に 限 定 して 問題 とした場合 、 「満州 」 地域 の 歴史 と現在的課題に お け

る討論点 は 多岐に わた る こ とが 予想 される。 シ ン ポ ジ ウ ム の運営に 当た っ て は 、現状 の 東北 地域

の 「開発」 の 問題を、そ の 歴史＝日本 の 植民地支配 と ど こ ま で リ ン ク さ せ て 日中間で 討論で きる

か を課題 と し て い た 〔橋本哲哉
厂
環 日本海地域 と近現代史研究」 『環 日本海研究』 第 1 号を参照）。

　戦前 の 植民地 問題を論ず る場合 、 中国研究者側の 主 張点は 明快で ある。例 えば今回 の 安報告に

も述べ ら れ て い る よ うに 、延辺経 済は植民地経済 で
、 日本帝国主義 は 中国人民 に 塗炭 の 苦 し み を

与 えた、と繰 り返 し指摘 され る点がそ れ に あた る。もち ろ ん それを立脚点 と し な い 日本側 の 研究

は 論外で ある が 、そこ を ス タ ー F ラ イ ン と し て 、どこ ま で科学 的な議論を噛み 合わせ る こ とが で
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きる か 、 日中共同研究 の 的が移 っ て きて い る と い え よ う、、 そ の 研究 の 成果 に つ い て は 、 本号を 以

下参照願 い た い ，、

　加 え て 、今後の 日中共 同研究の 推進 の うえ で 、中国側 の 資料 収集の 重 要性 と そ の 保管管理 の 技

術援助の必要性が 、 あらた め て 認識 され た 。凵本側報告者 の井村 は もち ろ ん 、
コ メ ン タ ーの 占廐

忠夫 も 「満州一関係資料 の 研 究発掘 は な お不十分 と し て そ れ を 補足 し た c もち ろ ん 中国 に 1満

州一関係資料が い ま だ に 数多 く埋れ て い る わ けで 、共同 し て発掘 し 同 じ資料を 挟ん で H 中両専門

家が 、 科学者ら し い真摯 な議論を戦わす 凵も間近 い こ と感 じさせた シ ン ポ ジ ウム で あ っ た。
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